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3 月11日の大災害に襲われた東

日本は、あれから未曾有の困難

と闘っている毎日と思うが、幸い国内

はもとより世界各国からの温かいご

支援のお蔭で、少しずつではあるが

復興の兆しが見え始めているようだ。

しかし原発事故に関する政府と電力

会社の対応がちぐはぐで国民にとっ

て何が一番の問題点なのか理解出来

ない。不気味なことに東電が掲げて

いた「原発は絶対安全」という神話は

戦前の「戦艦大和は絶対沈まない」と

いい続けてきた大本営と結果も同

じだ。

現 在開催中の国会においても

震災直後は、与野党関係なく

超党派で被災地救済を最重要課題に

して真っ先に取り組むはずだったの

に、いつの間にか政争の場になって

しまった。内閣総理大臣だって辞め

ると宣言したのだから早く退陣する

べきと思うのだが、いつまでもしがみ

つく神経って何なのか。それどころか

野党は無論、政権与党までが自分の

親分に辞めろ！ヤメロ！の連呼とは情

けない。国会の答弁はりっぱだが政

治家は果たして本気で被災住民の悲

痛な叫びを悲鳴として捉えているか

どうか疑わしい。世界中に恥じを晒

らけ出しているのではあるまいか。

一 方我々と直接関係ある今年度

の文化庁予算を見てみると、

～新たな「文化芸術立国」実現～と、

ご立派なお題目を掲げ、昨年12月24

日閣議決定した金額は1 , 0 3 1億円

「内、特別枠133億円」、前年度費11

億円増、伸び率1.1％。バンザーイ！

と叫びたいところだが、ちょっと待

て！喜ぶのは早すぎるぞ。

我々芸術団体にとって頼りにし

ている項目「重点支援事業」が

向こう3年で2分の1に削減されるとい

う。しかも「豊かな文化芸術の創造と

人材育成」は、と見ると前年度138億

円、今年度125億円、13億円減！もう

一つ頼りの柱、「文化活動への新たな

支援」が70億円から今年度61億円と

9億円もダウン！一つ明るい材料とし

ては予算とは関係ないが幸いにも従

来文化庁からの助成金は公演活動の

赤字補填が大原則だったものが、こ

の仕組みを改め公演当日以外の創造

活動への支援に切り替えられ、つまる

ところ今までは対象事業として採択

されても赤字を出さないと助成を受

けられなかった公演が、これからはい

くら黒字を出しても関係なく助成対象

となりえる。では平成23年度文化庁

予算が増えているのになぜ我々に関

係する予算が減っているのか。

増 えたはずのお金は何処へ消え

てしまったのか。はっきりしな

いがどうやら文化財保存修理・防災施

設等の充実に主にまわってしまったよ

うだ。どういう訳か昔から文化庁予

算の半分くらいは絶えず文化財保護

に使われていたが、同じ日本人として

文化財を大切にするということは反

対ではないのだが、そのためにはあ

まりに総額が低すぎるのではないか。

お隣中国、韓国の文化予算は日本よ

り遥かに多い。これくらい文化を大事

にしているという証であろう。原因と

しては日本と違って「庁」ではなくて

「省」ということにあるのではないか。

日本の文化庁予算は文部科学省一般

会計総額5兆5,428億円の1.9％に過

ぎないというのも情けない限りだ。

今 後これ等の国に少しでも追い

つき、追い越そうとするなら

ば長年の懸案である「文化庁」を何と

か「文化省」にして、いつまでも文部科

学省のオコボレにあずかるのではな

くて「文化省」として独自の予算を獲

得しない限り解決はない。しかし東

日本大震災以降一層厳しさを増す国

の財政事情にあって果たして文化予

算に対して何処まで理解が示される

のか予断を許さない。

政 府が掲げた～新たな「文化芸

術立国」実現～のお題目がど

こまで本気なのか、今後の日本をどの

ような国にするのか、試されている時

なのかもしれない。

大震災後の文化行政の行方
金山茂人

Shigeto Kanayama

ミューズアドバイザー／財団法人東京交響楽団　最高顧問
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クルージング・インフォ・マート

ミューズへ、そして読者の皆さんへ。

MUSEカフェ＝コンセール
～室内楽・リサイタル・シリーズ～
吉野直子　ハープ・リサイタル

1
2011年3月12日（土）キューブホール
開場14時30分　開演15時
曲目／
J.S.バッハ：シャコンヌ
C.P.E.バッハ：ハープのためのソナタ
ブリテン：ハープのための組曲 ほか
●ハープは初めて聴きましたが、音色
が素敵で引き込まれました。（所沢
市・女性）

●やさしい演奏が吉野さんのお人柄を
あらわしていました。本当に素晴ら
しかったです。（所沢市・主婦）

ミューズ
パイプオルガンスクール
生徒発表会

4

平成２２年度パイプ
オルガンスクール生に
よる卒業演奏と修了
式が行われました。

2011年４月29日（金・祝）
アークホール
開場18時30分　開演18時45分

鼓童
ONE EARTH TOUR 20117

2011年5月17日（火）マーキーホール
開場18時30分　開演19時
●感動しました！強くて、真面目で、まっすぐなパワーが伝わってきました。
（練馬区・女性）
●初めて公演に来ましたが、すごく感動しました。絶対また来ます！！（越生
町・高校生）

東日本大震災チャリティコンサート
“お昼どき”パイプオルガン
500円コンサート
～新旧ホールオルガニストの共演～

3
2011年4月29日（金・祝）アークホール
①開場10時30分　開演11時
②開場14時　開演14時30分
出演／オルガン：川越聡子

（初代ホールオルガニスト）
ジャン＝フィリップ・メルカールト
（第2代ホールオルガニスト）

曲目／①サウンド・オブ・ミュージックメドレー ほか
②ヴィエルヌ：鬼火 ほか

●美しい音色と響きがとても良かったです。
（狭山市・小学生）
●パイプオルガンの連弾を初めて聴きました。
映像を見て２人の腕の動きがよく分かり、お
互い息が合っているのが伝わりました。（小
平市・会社員）

第70回記念公演所沢寄席
「特選！話芸三態」2

2011年4月22日（金）
マーキーホール
開場18時30分　開演19時
出演／一龍斎貞水、三遊亭円楽

昭和のいる・こいる ほか
●期待いっぱいで来ましたが、期
待以上に面白かったです。笑い
っぱなしでした。（所沢市・主婦）

●３つの異なる話芸を味わえて良
かった。初めて講談師の芸を聞
いたが楽しかった。（立川市・会
社員）

所沢市生涯学習推進事業
番外・所沢寄席「吾妻亭」10

2011年6月4日（土）
吾妻公民館
開場13時20分　開演14時
出演／柳家喬之助

春風亭鹿の子
林家二楽

●身近で寄席を見たことがな
かったので、久しぶりにお腹
が痛くなるほど笑いました。
（所沢市・女性）
●落語も紙切りも素晴らしかっ
た。（所沢市・男性）

Chamber Music チェンバーミュージック
コラとチェロとの室内楽12

2011年6月5日（日）キューブホール
開場14時30分　開演15時
出演／コラ：バラケ・シソコ

チェロ：ヴァンサン・セガール
●２人の息がぴったりで、本当に音楽を楽
しんでいるのが伝わってきて、聴いてい
て幸せになりました！（所沢市・女性）

●今まで聴いたことのなかった音色のコ
ラボレーションで、素晴らしく感動した。
（中央区・会社員）

東京交響楽団
小林研一郎：指揮11

2011年6月5日（日）アークホール
開場14時30分　開演15時
出演／ピアノ：小林亜矢乃
曲目／グリーグ：ピアノ協奏曲

イ短調
ベートーヴェン：交響曲第5番

「運命」
●ベートーヴェンの魂がのりうつっ
たかのようなコバケンの指揮で、
素晴らしい演奏会でした！（所沢
市・会社員）

●演奏もさることながら、お話も
楽しく小林研一郎さんのお人柄
にも触れることができ感激いた
しました。（狭山市・女性）

神尾真由子
無伴奏ヴァイオリン･
リサイタル

16
2011年6月19日（日）
マーキーホール
開場16時30分　開演17時
曲目／パガニーニ：２４のカプリース

作品１［全曲］
●ヴァイオリンの素晴らしい音色に
魅了されました。（所沢市・男性）

●神尾さんの表現力の豊かさに感
動。癒されました。（入間市・女性）

植村花菜
Acoustic Live Tour 
2011

17
2011年6月23日（木）
アークホール
開場18時　開演18時30分
●想像していた以上に素晴らしく、
心を打つ歌がたくさんあった。（狭
山市・女性）

●生で聴くトイレの神様は心にしみ
ました。ほかの曲もとても楽しめ
ました。（所沢市・主婦）

加藤健一事務所公演
「出発

たびだち

の詩集
アンソロジー

～モスクワからの退却～」
6
2011年5月7日（土）
マーキーホール
開場13時30分　開演14時
作：ウィリアム・ニコルソン
訳：小田島恒志
演出：鵜山仁
出演／加藤健一、久野綾希子

山本芳樹（Studio Life）
●セリフの一つひとつが心にず
っしりと響くお芝居でした。
（三芳町・主婦）
●詩をまじえての劇が、とても
良かったです。感動しました。
（小平市・会社員）

BACH×3
J.S.バッハと出逢う至福のとき
佐藤俊介　無伴奏ヴァイオリン

5
2011年４月29日（金・祝）キューブホール
開場18時30分　開演19時
曲目／
J.S.バッハ：無伴奏ヴァイオリン・ソナタ

第2番 イ短調 BWV 1003
：無伴奏ヴァイオリン・パルティータ
第2番 ニ短調 BWV 1004
第3番 ホ長調 BWV 1006

●こんなに豊かな表情のバッハには初めて出
会った。一期一会という感動を覚えた。（所
沢市・男性）

●音の美しさ、鮮やかなテクニック、表現の重
厚さのいずれも満足の内容でした。（入間
市・会社員）

平日に贈る大人のための
500円コンサート
〈所沢若手演奏家シリーズvol.3〉
～所沢が生んだ気鋭のピアニストII～

9
2011年6月3日（金）アークホール
開場12時30分　開演13時
出演／ピアノ：末永匡
曲目／ベートーヴェン：ピアノソナタ 第8番

ハ短調 作品13「悲愴」
ブラームス：ワルツ 作品39-15
リスト：愛の夢 第3番 ほか

●心のこもった演奏に酔いしれました。とて
も癒されました。（所沢市・女性）

●末永さんのお人柄がしのばれるトークと、
思いのこもった演奏が良かったです。（所沢
市・主婦）

BACH×3
J.S.バッハと出逢う至福のとき
ピョートル・アンデルシェフスキ：ピアノ

8
2011年5月22日（日）アークホール
開場16時30分　開演17時
曲目／J.S.バッハ：イギリス組曲 第5番 ホ短調 BWV 810

：フランス組曲 第5番 ト長調 BWV 816
：イギリス組曲 第6番 ニ短調 BWV 811

●今までに聴いたピアノの中で一番素敵でした。バッハが大好きに
なりました。本当に素晴らしかったです。（所沢市・女性）

●演奏している時の豊かな表情がとても印象的で感動いたしました。
（目黒区・学生）

WEEKEND PIANO SERIES
～休日の午後に燦めくピアノの響き～
アレクサンダー・ガヴリリュク

14
2011年６月12日（日）アークホール
開場14時30分　開演15時
曲目／ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ第14番「月光」

ショパン：幻想即興曲op.66
：2つの夜想曲op.48
：スケルツォ第1番op.20

ラフマニノフ：楽興の時op.16
プロコフィエフ：ピアノ・ソナタ第7番

op.83「戦争ソナタ」
●若きヴィルトゥオーゾ、アレクサンダー・ガヴリリ
ュクの素晴らしさを十分に味わう事ができた。
（小平市・男性）
●透明に澄んだ音と響きに、酔いしれました。（狭
山市・男性）

所沢市生涯学習推進事業
番外・所沢寄席「中央亭」15

2011年６月18日（土）
中央公民館
開場13時20分　開演14時
出演／三笑亭夢太朗

春風亭昇吉
江戸家まねき猫

●皆とても良かったので、また
是非来たいと思います。（所
沢市・パート）

●生の舞台はやはり迫力があっ
た。（所沢市・男性）

所沢市生涯学習推進事業
番外・所沢寄席「柳瀬亭」13

2011年６月11日（土）
柳瀬公民館
開場13時20分　開演14時
出演／春雨や雷蔵

春風亭昇々
宮田章司

●落語も良かったですし、江戸
売り声も大変素晴らしかった
です。（所沢市・主婦）

●楽しくて日頃の憂さが晴れま
した。（所沢市・主婦）
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The Museum of info mart
イ ン フ ォ ・ マ ー ト 美 術 館 　 表 紙 を 飾 っ た ア ー テ ィ ス ト ・ 河 口 　 聖42

表紙■ecollection-09040
415（h）×300（w）mm   2009年制作

Sei Kawaguchi 

1947年鳥取県生まれ。
個展-1972年村松画廊より、ソーカーケイスマンギャラリー（USA）、
たましんギャラリー、東京日仏学院ギャラリー、かわさきIBM市民文
化ギャラリー、OAGドイツ文化会館、関口美術館、ギャラリー
Space inno（Seoul）、日仏会館他で54回企画展-国際青年美術
家展佳作賞受賞、日本現代美術展、日本国際美術展、神奈川県
美術展'84奨励賞,'86美術奨学会賞、釜山ビエンナーレ展、国際

現代美術展-HADOH－（'99光州市立美術館,'00神奈川県民ホ
ール）、日韓国際美術祭-城-（'09大田、'10東京）、上海アートフェア、
所沢市民文化センターミューズでもThe Movements of the Arts
芸術の胎動展　他数多く出品。2012年から日中韓アジア国際美
術展を中国河南美術館を始めとして3ヵ国で開催予定。
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３月11日の地震をどこで体験なさった

ろうか。揺れも想定を超えたものだった

が、その後、刻 と々あきらかになった被害

の大きさも、想像を越えたものだった。

いろいろなメディアが取り上げたので有

名になってしまったが、私自身はあの時、

ミューザ川崎シンフォニーホールにいた。

翌日が出演するコンサートだったので、リ

ハーサルの最中だったのだ。何気なく、

ホールの端に寄って地震が過ぎるのを

待とうとしたが、どんどん大きくなる揺れ

に、廊下に出るように言われ、そこであ

の6分弱を過ごした。その間にホールの

中がどのようなことになったかは、新聞

やインターネットに写真が出ているので、

ご覧になった方も多いのではないだろ

うか。ホールはご存知のように休館を余

儀なくされてしまったが、オルガン自体に

は傷がなかったことが判明している。ま

ったく不幸中の幸いである。

激震地の楽器はやはりそれなりの被

害を受けたが、総じてオルガンの被害

は思っていたよりも軽そうである。所沢

ミューズのオルガンも、パイプ1本に至

るまで何の支障もなかった。これはひと

えに阪神大震災の教訓が活かされた結

果といえるだろう。あの時、ケース全体

がバルコニーから崩れ落ち、「全壊」して

しまった楽器があった。その無残な姿は

衝撃的で、オルガン関係者が大変なショ

ックを受けたことはまだ記憶に新しい。

日本という地震の国のオルガンをどのよ

うに守るか、ということが考えられ、阪神

大震災以後、オルガンの耐震工事がさか

んに行われた。特に大きなホールの大

きなオルガンの場合は、かなりがっちり

と壁にオルガンケースを留めている。ま

た、大きなパイプが倒れたり飛び出さな

いようなストッパーも配慮されている。小

さなパイプが振動で動いてしまうことは

想定の中だが、それ自体は深刻な損傷

になるようなものではない。

楽器の被害はこのように最悪の状況

を免れたようだが、私たちを取り巻く環

境、社会全体は大きな打撃を被ってい

る。直接の被害の巨大さ、加えて人災と

言って良いであろう原発の事故、それら

が及ぼした物心双方への影響の大きさ

は想像を絶している。音楽への影響も

大きなもので、直接、間接の「被害」は数

知れない。地震は、見過ごしてきたこと、

驕ってきたことを私たちに突きつけた。

立ち止まって考え、反省すべきところは

反省して新しい希望に向かって立ち上が

るはずだったのに、「のど元過ぎて熱さ

を忘れて」いるように感じるのは、私だ

けだろうか。それでいて、風評被害だけ

は忘れられることなく拡がっているよう

に感じられる。

一方、音楽で地道な支援活動をしてい

る人たちもいる。派手なチャリティ―も

大事だが、変化してゆく被災地の気持ち

に寄り添い、慰めと希望が届けられてい

るのを見る時、音楽の力は素晴らしいと

あらためて思う。

原発を作ったのも人間、損得を越え

て助け合えるのも、風評を流してしまう

のも踊らされてしまうのも人間、妙なる

音楽を奏でられるのも人間である。今

更ながら、なんと矛盾に満ちた存在であ

ることか！

ミューザ川崎シンフォニーホールは、

2012年末を目指して修復作業に入ろう

としている。新たな姿を再び見る日を、

またあの空間にオルガンが響く日を心待

ちにしている。

あいうえ　おるがん○55
「東日本大震災とオルガン」

松居直美
Naomi Matsui

オルガニスト／ミューズ音楽アドバイザー
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●MUSE INTERVIEW│p2-3

「ディズニー・オン・クラシック」が
ミューズにやって来る！
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コンドルズのリーダー
近藤良平さんにインタビュー
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気軽にクラシック～女神たちの響演～
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